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第 1 章 再生可能エネルギー有望開発プロジェクト 

1.1 再生可能エネルギーに係る調査 

1.1.1 小水力発電 

ミャンマー全土に MEPE が建設した既設小水力発電所は 39 あり、そのうち 30 の発電

所が現在稼働中である。また、市場で入手可能なピコ水力が村人によって数多く設置

されている。ミャンマーにおける小水力技術に関しては、小規模水力鉄管、小規模ゲ

ート、変圧器、コンクリート製電柱などの工場がある。また、NGO や村落電化委員

会(VEC)による運営や料金徴収のノウハウもある。 

ミャンマーにおける小水力のポテンシャルは高く、シャン高原やチン山脈のポテンシ

ャルは特に高い。小水力およびミニ水力(100kW~10,000kW)は MEPE による運営が期

待され、規模の経済メリットがある。一方、マイクロ水力とピコ水力(<100kW)は建設

期間及び費用が小さく、特にピコ水力は村人の自助努力で実現可能である為、地方電

化のエネルギー源として有力である。 

 

1.1.2 太陽光発電及び風力発電 

ミャンマーには数多くのバッテリー･チャージング･ステーション(BCS)があるが、太

陽光発電によるものは少なく、風力発電については 2 事例しかない。既存の風力発電

施設は双方とも財団法人 カラモジア（日本の NGO）によって設置されたものであり、

太陽光とのハイブリッドとなっている。一方、ミャンマーにはバッテリー･チャージ

ング及び再生利用の技術は存在するが、太陽光発電パネルは輸入する必要がある。 

太陽光発電及び風力発電の利点は建設期間が短いことと設置が容易であることであ

る。また、維持管理も複雑でない。その反面、初期投資額が大きいという欠点がある。

太陽光発電及び風力発電の出力は気象条件によって大きく変動するが、これらをハイ

ブリッドとすることによって安定した出力を得ることが可能である。これらのシステ

ムは中央乾燥地帯(CDZ)のソーラー･ポンプとして、また遠隔地の BCS として有力な

エネルギー源となる。 

 

1.1.3 バイオマス発電 

ミャンマーにおけるバイオマス発電の設置例としては精米所に隣接する大型のバイ

オマス･スチーム･タービンと小型のモミガラガス発電がある。前者は地方電化に適さ

ないが、後者は既にエラワディ州における地方電化の実績もあり有望である。 

モミガラガス発電ではモミガラの有効利用と地場技術の活用が可能であり、水田耕作

地帯の農村電化に適している。このモミガラガス発電の利点は短期間で運転開始でき
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ることと、初期投資額が小さいということである。必要とされるモミガラを通年確保

できれば、安価な電力を安定供給することが可能である。 

 

1.2 優先開発計画およびパイロットプロジェクトの選定･立案 

1.2.1 優先開発計画候補の選定･立案 

1) 小水力地方電化計画候補案件の選定･立案 

小水力発電計画は、MEPE 保有のポテンシャル小水力サイト合計 150 ヶ所余りの内か

ら、MEPE 水力技術者に依頼して、フィージビリティが高そうな 15 ヶ所を選定した。

150ヶ所のポテンシャル小水力サイトは、図1.2.1およびAppendix - Eに示されている。

次に、各案件の現地踏査経験者からのヒヤリング、過去の調査資料の分析、地形図上

での予備検討により、9 ヶ所に絞った。この内７ヶ所については団員が現地踏査を実

施し（図 1.2.2 参照）、さらにその内の２ヶ所については、現地再委託による地形測量、

測水、テストピット掘削調査を実施した。これらが表 1.2.1 の SH-11 から 19 の候補計

画である。 

現地踏査の途中で、既存小水力発電所５ヶ所を視察する機会を持った（図 1.2.3参照）。

いずれの発電所でも、堆砂問題が深刻であり、また水車・発電機、特にコントローラ

の故障が目だった。現在までに合計 39 ヶ所の小水力発電所が建設され、この内 30 ヶ

所が運転中である。MEPE 関係者のヒアリングの結果からも、この改修工事の優先度

が極めて高いことが裏付けられた。小水力リハビリ案件は表 1.2.1中のRH-01である。 

一方、小水力発電所と配電線の計画、設計、建設、運転維持管理、水車等の修理技術

の訓練、ワークショップでの実習等をするための、MEPE 人材育成計画のニーズが高

い。これは表 1.2.1 の CB-01 である。 

 

2) バイオマス発電地方電化計画候補案件の選定・立案  

ミャンマーの民間会社が 1995 年から販売を始めたモミガラガスエンジン発電が、水

田地帯や精米所のある準市街化地域の簡易電化に最適と判断された。 

しかし、地方電化システムへの適用は始まったばかりであり、村落電化委員会(VEC)

による電気事業運営は手探り状態にある。そこで、先ずモデルプロジェクトを実施し、

電気事業運営上の課題を解決するために 2種類の電化プロジェクト構想を実施するこ

ととした。表 1.2.1 の BM-02 ~ 03 は、ポテンシャルがほぼ全国に分布するモミガラお

よび太陽光による電化構想である。各州の未電化村落の位置と世帯数等を調査して、

電化構想から具体的な地方電化計画を作成することが必要である。 

 

3) モミガラガスエンジン発電による MEPE ディーゼル発電機代替計画 

上述のモミガラガスエンジン発電は、村落単位の小規模電化を図るものであるが、こ
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れとは別に、MEPE が地方で運転する合計 456 基（スタンドバイを含めると 525 基）

のディーゼル発電機のディーゼル油をモミガラに代表されるバイオマスで代替する

ことが考えられる。合計 65 MW に上る MEPE の既存ディーゼル発電所の燃料を、仮

に全てモミガラで代替するためには、単位消費量 2.5 kg/kWh で推定して、65 MW x 

1,000 kW x 5hr/day x 365 day x 2.5 kg/kWh = 300,000 トンのモミガラが必要となる。全

国の水田で生産されるモミガラが 350 万トンのオーダーなので、その 8.6%であり、全

量はともかく、一部の代替はモミガラの燃料源から見た場合可能性がある。また、こ

の電力量は年間で約 120 GWh に上り、ディーゼル油の国際単価を 1 ガロン１ドル

（4.546 l）また１ガロンで 10 kWh 発電できると想定すると、12 百万ドルの燃料代に

相当する。 

 今の MIC 社のものは、実効出力当りの単価で 400～800 ドル程度と推定される。（エ

ヤワディ州のユンタリン村で、Kyat 4,000,000 x 2.0 （配電線の設置工事を MEPE が

無償で実施、エンジンも政府が無償支給したことに対する調整）/ 350 Kyat/$ / 35 kW 

= 650 $/kW）。 

 既存の数百kWの大きなディーゼル発電機が老朽化し、更新が必要となったときに、

小さいモミガラガス発電機を数台設置して、必要に応じ同期運転することが考えら

れる。あるいは、Township 中心部の複数の Quarters への給電を、ひとつの配電系統

にまとめないで、各モミガラガス発電機毎に単独運転で給電することも考えられる。 

 

1.2.2 優先順位付け 

CB-01 の人材育成計画は、直接地方電化につながらないので、優先順位付けの対象か

らは外し、別途判断した。それ以外の 9 水力プロジェクトと、6 バイオマス・BCS 電

化構想および小水力リハビリ案件の合計 16 案件を、ガイドラインに示される優先順

位付け基準により評価した。各計画・構想の得点により、上位から Priority A、B、C

の３グループに分類した。 

Priority A グループには、CB-01 の人材育成計画を含めて、次の 7 件が選定された。 

 

SH-01 南シャン州・インレ湖（ヘーホー小水力）沿岸地方電化計画（8 MW） 

SH-02 北シャン州・ナムラン小水力地方電化計画（320 kW） 

SH-06 マグエ州・ガンゴー（ザハウ小水力）地方電化計画（1.2 MW） 

RH-01 全国小水力発電所改修計画 

CB-01 MEPE 人材育成計画 

BM-01 ヤンゴン管区・モミガラガスエンジン発電と BCS のモデルプロジェク

ト 

BM-04 モミガラガスエンジンによる MEPE ディーゼル発電機代替計画 
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1.2.3 ３優先開発計画の選定 

この 7 つの案件より MW 級 1 ヶ所、数 100 kW 級 1 ヶ所、数 10 kW 級 1 ヶ所の合計 3

ヶ所の優先開発計画を選定することが必要である。RH-01、CB-01、BM-04 の優先度

は高いものの、事業内容が改修、人材育成、代替であるため、３つの優先開発計画の

対象からは除外することにした。 

残った Priority-A 案件の内で、MW 級は RE-11 と RE-16 の 2 ヶ所であるが、SH-01 イ

ンレ湖（ヘーホー小水力）沿岸地方電化計画を選定した。その理由は、1) より高い得

点を獲得していること、2) 対象人口が 15 万人に上ること、3) インレ湖水質保全およ

び上流域森林保全上、薪炭代替効果を通じて貢献が期待されることである。 

数 100 kW 級の計画としては、SH-02 ナムラン小水力地方電化計画の 1 ヶ所だけであ

り、また数 10 kW 級としては、BM-01 モミガラガスエンジン発電と BCS のモデルプ

ロジェクトの 1 ヶ所だけなので、それぞれを選定した。３つの優先開発計画は以下の

通りである。 

1) SH-01 南シャン州・インレ湖（ヘーホー小水力）沿岸地方電化計画（8 MW） 

2) SH-02 北シャン州・ナムラン小水力地方電化計画（320 kW） 

3) BM-01 ヤンゴン管区・モミガラガスエンジン発電と BCS のモデルプロジェクト 

（数 10 kW） 

優先開発計画として選定された SH-01 南シャン州・インレ湖（ヘーホー小水力）沿岸地方

電化計画及び SH-02 北シャン州・ナムラン小水力地方電化計画の 2小水力案件について

は、地形測量、流量観測及びピット掘削の結果をもとに基本設計が行われた。また、

現地再委託された村落社会調査の結果をもとに財務･経済分析及び社会村落分野の検

討もなされ、特に電力需要や支払い意思額(WTP)について調査が行われた。SH-01 南

シャン州・インレ湖（ヘーホー小水力）沿岸地方電化計画の基本設計は第 2章に記述され、

SH-02 北シャン州・ナムラン小水力地方電化計画の詳細設計は第 3章に記述されている。 

BH-01 ヤンゴン管区・モミガラガスエンジン発電と BCSのモデルプロジェクトについては、新

たに現地調査を行うことによって、プロジェクトを実施する村落を選定した。開発計画の第 4

章に記してある。 

 

1.2.4 パイロットプロジェクトの選定 

３つの優先開発計画の内から、以下の理由によりナムラン小水力をパイロットプロジ

ェクトとして選定した。 

1) パイロットプロジェクトは３つの優先開発計画の中から、数百 kW 級 1 箇所ある

いは数百 kW 級と数十 kW 級合計 2 箇所をパイロットプロジェクトとして選定す

ることになっている。 

2) ミャンマーは豊富な水資源を有し、再生可能エネルギーの中で小水力は最も有力
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かつ実際的な地方電化電源のひとつである。約 2,000 世帯を電化するナムラン計

画は安定した水供給により２４時間の本格電化を目指すものである。ナムラン小

水力は電源・規模・技術的妥当性・経済性等においてパイロット事業として適切

であり、技術移転による開発、VEC による運営体制のモデルづくり、地域住民の

関与等、パイロットプロジェクトの建設と運営を通して今後の再生可能エネルギ

ーによる地方電化の持続的な展開が期待できる。 

3) モミガラガスエンジン発電はミャンマーのNGOにより実行可能と判断され、NGO

の協力を得て EOJ 草の根無償による実現を図る方向で検討する。 

 

1.3 再生可能エネルギー有望開発プロジェクト 

ミャンマー国の農村地域における再生可能エネルギーを利用した地方電化を推進す

るために、ガイドラインの選定基準により以下に示す有望開発プロジェクト候補が選

定された。これらは、ガイドラインの優先順位基準により優先度 A および B となった

案件であり、早期に実現化していくことが期待される。プロジェクトリストを表 1.2.1

に、位置図を図 1.3.1 に示す。各プロジェクトの概要は Appendix-A の Project Sheet に

記述されている。 
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表 1.2.1 有望開発プロジェクトリスト 

番号 プロジェクト 州 電源

SH-1 インレ湖沿岸地方電化計画 南シャン州 水力

SH-2 ナムラン地方電化計画 北シャン州 水力

SH-3 パルヘ地方電化計画 北シャン州 水力

SH-4 ナムコンチャン地方電化計画 北シャン州 水力

SH-5 マインピン地方電化計画 東シャン州 水力

SH-6 ガンゴー地方電化計画 マグウェイ
州

水力

SH-7 ダウェイ地方電化計画 タニンタリ州 水力

BM-1 籾殻ガスエンジンおよび太陽光BCSによるモデル農村電化計
画

ヤンゴン管
区

バイオマス

BM-2 籾殻ガスエンジンによる地方電化パイロット計画 エイヤルワ
ディ州

バイオマス

BM-3 籾殻ガスエンジンおよび太陽光・風力による地方電化パイロッ
ト計画

カチン州 バイオマス

BM-4 MEPEディーゼル発電代替のためのパイロット計画 ミャンマ全
土

バイオマス

SW-1 太陽光・風力BCSによる地方電化計画 カチン州 太陽光・風力

SW-2 風力BCSによる地方電化計画 マグウェイ
州

風力

RP-1 既存小水力リハビリプロジェクト ミャンマ全
土

水力

CB-1 水力技術者人材育成計画 - 水力

 
Source: Proposal of JICA Study Team 
 

上表のプロジェクトの概要は、Appendix-A にまとめる。 
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Source: MEPE, Compiled by JICA Study Team  

図 1.2.1 ミャンマーにおける有望水力発電サイト位置図 
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Source: JICA Study Team 

図 1.2.2  踏査した小水力サイト及び視察した既存小水力発電所位置図  
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Source: JICA Study Team 

図 1.3.1 有望開発プロジェクト位置図 

Whole Myanmar 

RH-1:Rehabilitation Hydro

CB-1:Capacity Building 

BM-4:Diesel Substitute 

SH-7:Dawai Hydro 

BM-1:Model Village with
Rice Husk & Solar BCS

BM-2:Rice Husk Gas Engine 

SH-6:Gangaw Hydro 

SW-2:Wind BCS 

BM-3: Rice Husk &
Solar BCS 

SW-1:Solar-Wind BCS 

SH-2:Nam Lan Hydro 

SH-3:Parhe Hydro 

SH-5:Mong Ping Hydro

SH-4:Nam Kone Hydro 

SH-1:Inle Hydro
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